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【講評】 

小問（問 A～C）：A から C の問題は例年通りの難易度だった。(4)の coin「（新語）を造る」といった少し難易度が高めの語句が含まれ

ているものもあったものの，医学部の過去問を通じて語彙レベルを高めるべく学習してきた受験生にとっては，見たことのある

語句ばかりのはずなので，ミスを最小限に抑えたい。 

長文 1（問 D・E）：Forbes 誌の 2025 年 6 月 2 日付の記事 FDA’s New AI Tool Cuts Review Time From 3 Days To 6 Minutes が出典で，

「局内のタスクの合理化のための FDA（アメリカ食品医薬品局）による AI ツールの導入」についての英文であった。昨年度は

問題 E の内容一致問題の問いの順序が本文の順序と同一になっていたが，例年通り，バラバラに戻った。問題 E で，クロスリ

ファレンスが必要な問いがいくつかあった上に，消去法も駆使せねばならない問題も多かったため，時間がかかる作りになって

いた印象。 

長文 2（問 F・G）：英字版朝日新聞 2024 年 5 月 24 日付の記事 Job placement rate for college graduates hits a record 98.1%が出典で，

「大学卒業生の昨今の就職率増加」についての記事であった。日本人英語学習者向けに書かれた英文であるがゆえ，内容的に親

しみやすく，理解しやすい英文だった。英問の指示（(28)の previously や(31)の in the past decade など）を考慮せねば，悪手を

踏んでしまう恐れがあるので注意力が必要だった。 

長文 3（問 H）：Smithsonian magazine の 2013 年 8 月 31 日付の記事 How Do Tropical Frogs Get Their Stunning Colors? The vibrant 

hues that dot the rainforest landscape help them avoid predators and win mates が出典であった。動物の派手な体色とその毒性に

ついて生存戦略の観点から考察した英文であった。こちらはいつも通り，パラグラフの流れ通りに 1 問ずつ解き進めることがで

きる問題であったが，英問をしっかりと読んで意図を汲み取り，さらに消去法を駆使して解答に辿り着く必要のある問題が多数

だったため，時間内に収めるのに苦労した受験生も多かったのではないかと思われる。 

 

出題傾向・分量ともに変化は見られなかった。合格には 60％を目指したい。 

 


